
人間関係づくり編 

ポイントĬ 

� 子どもたちにとっての学級は、「Ᏻᚰ࣭Ᏻ඲でᴦしいሙ所」であることが᭱も大ษです。ࡑ

のためには、ඣ❺生ᚐとᩍᖌが一⥴になって、学校生活をつくりあࡆていくことがᚲせです。

学級㛤きやᬑẁ大ษにしたいいくつ࠿のࢺࣥ࢖࣏を⤂௓します。�

� ᩍᖌがክをもつことで、子どもたちもክをᥥくことができます。学級㛤きにྥけて、᫬間を࠿

けて‽ഛすることをᝰしまないᩍᖌでありたいものです。�

①Ј˟ⅳのแͳをλࣞに行う 

・自ࠁኰʼ、৑信ᘙ明の内容、ǪȪǨȳȆー 

 Ƿȧȳ等、ᛇしくᚘဒを立てましょう。 

・学࠰でወ一すǂきものもあります。ऴ報ʩ 

 ੭を行い、自分なりに工夫しながらแͳを 

 ᡶめましょう。 

②്໱↗⅚ภⅺⅾ⅚࣬ⅳをˡえる 

・一࠰間を大きく߼ӫする場᩿です。どんな 

 一人一人、どんなᨼׇになってǄしいか、 

 伝わるようにᛅしましょう。 

・ஊ言実行。この場で言ったことは一࠰間、 

 。り通しますܣず࣏ 

・学級᧏きからの一ᡵ間で生活のȫーȫを定ბ 

 させます。「いつ、誰が、何を、どのように 

 するのか」を伝え、ࡁ࣋させましょう。 

・ȫーȫは一࠰間٭୼しないことがؕஜです。 

≪はじめの一ヶ月で行うべきこと≫ 
Ĭ学級目標をつくり、学級へのᫍいをσஊする。 

ĭ࢘番活動を៽ᢊにʈせる。 

Į朝・帰りの会で学級生活のȪǺȠをつくる。 

įྰが学級生活のਗໜとなるようにする。 

İ係活動をǹǿーȈさせ、子どもの豊かな発ेを 

   取りλれる。 

ıᑣいことをᚸ̖しながら学級のᙹࢷをૢえる。 

Ĳ楽しめる取組を˖ဒし、みんなで実行する。 

ĳ「楽しく、分かる੉ಅ」を意識してޒ᧏する。 

 Џにするٻの一ᡵ᧓をࢸኢ᧏きܖ③

 ！た←のӸЭ↞ᄩܱにԠ↫う↱↘܇

 「出会いを大切にしています！」「あなたを 

しっかり見ていますよ！」というǵǤȳです。 

「かくだ？」 

「すみだ？」 

「つのだ？」 
㺀ゅ⏣㺁�

 子どもたちが൭めるのは「安心・安全」 

です。˂人をͻつけるような言動やいじめ 

などはዌ対にᚩされないことを伝え、安心 

とࠎஓを与えるようにしましょう。 

      ここに注意！ 
○子どもは・・・ 

・期ࢳやࠎஓをもっているӒ᩿、 

 ዬ張と不安も感じている。 

・仲のᑣい子とǯȩǹがᩉれた子  

 どもは、ཎに不安感が強い。 

・環境が٭わること自体が、大き 

 なǹȈȬǹになる子どももいる。 

○教ࠖとして・・・ 

・ȫーȫの定ბを先ࡨばししない。 

・ȫーȫを勝手に٭୼しない。 

 ဃ活の∑∞∑のܭბ↗↞≢ 

 ・ਮਠ、଺間などؕஜ的生活፼ॹ 

 ・日直のˁʙ、朝・帰りの会のᡶ行 

 ・ዅ᫢の動きや࢘番活動 

 ・ੈᨊのˁ૾や分担 

 ・学፼ဇφや੉ಅに関すること 

 ・生活ȎーȈの活ဇのˁ૾   など 

� ᩍᖌが学級┠ᶆにྥ࠿っていこうとするጼໃやẼᣢちを♧すことが、「みࢇなでめࡊす」とい

うẼᣢちをᣢ⥆ࡏࡉます。⤯えࡎ学級のྲྀ⤌をぢ┤しながら、඲ဨでホ౯を✚み㔜ࡡていくこ

とが大ษです。�

・まずは学級担˓の「めƟす学級΂」や「一人一人へ 
 のᫍい」を伝えましょう。 
・そのࢸ、子ども一人一人の「学級へのᫍい」を確認 
 しましょう。全員分を学級通信に᠍せる、教室に掲 
 示するなどの伝え૾が考えられます。 

・᫏˩意見をᨼኖしたり、λれたい言ᓶをਁ出したり 
 しながら、૾向ࣱをつくっていきます。安易にٶૠ 
 ൿでൿめることはᢤけたいものです。 
・子ども一人一人に「自分がつくった」「自分もӋь 
 した」という思いをもたせましょう。 

・目標をᑥあせたものにしないよう、目標にᡂめた思 
 いや意味を定期的に全員で確認しましょう。 
・行ʙは目標を生かすዌڤのȁȣȳǹです。目標に向 
 かい心を一つに取り組む意፯を実感させましょう。 

①↰ↅすܖኢ↧の࣬ⅳを↱たせる 

②Ⴘ೅ൿܭ↭での⇽∓⇡⇟をٻЏに 

③ᇌ↕たႸ೅をဃⅺす 
学級目標に対する̾人目標のᚨ定 

 学級目標は、意識されਰりᡉってこ
そј果があります。学級目標を実現す
るためには、̾人としてどう取り組む
のか、̾人目標を立て、ਰりᡉりの場
をᚨ定することが大切です。 

ポイントĮ 

� ᮅの఍は子どもにࡑの᪥の┠ᶆとぢ通しをもたࡏる㈗㔜な᫬間、帰りの఍はࡑの᪥の㡹ᙇりを

ホ౯し、᫂᪥へとつなࡆる大ษな᫬間です。఍を඘ᐇࡏࡉ、学級を活ᛶ໬しましょう。�

①ဃ活のؕஜを៲に˄ↀるئ↗する 

・ਮਠ、ᅇ、ᡉʙ、Ꭾく姿Ѭ、ᛅし૾など、生活や 
 学፼のؕᄽ・ؕஜを学ƿことのできる଺間と考え 
 大切にしましょう。 
・めƟす姿や指導のˁ૾については学࠰で確認し、 
 ወ一しましょう。 

 がᢃփできるようにする↱↘܇②

③ਃ˓の࣬ⅳ⅚ᎋえをˡえる 

・信᫂関係のನሰのため、ᡲዂやද意にသまらず、 
 心にしみるようなᛅをしましょう。 
・բ᫆発生଺や行ʙ前ࢸだけではなく、୍段から学級の成果やᛢ᫆にƾれるようにしましょう。 

・全員が会のᡶ行役を行い、࢘番や係からのᡲዂな 
 ど子どもたちの発言でᡶむ会にしましょう。 
・子どもたちが互いのᑣさを認め合えるような場᩿ 
 をつくり、大切にしましょう。 

     ここに注意！ 
○教ࠖとして・・・ 

・担˓からᇰ᫊で明るく「おはよう」 

 と「さようなら」のਮਠを。 

・朝の会ではᘙऴや७ࡇにᘙれやすい 

 心の状७や体ᛦを見逃さない。 

・帰りの会は、そわそわしたᩎ׊気に 

 ならないよう、ᓳちბいた状況をૢ 

 える。 

・「ᑣかったᲢफかったᲣです」のよ 

 うなਰりᡉりにせず、φ体的なᛅを 

 させる。 

・人前に出てᛅをすることが苦手な子 

 どもへの配慮をഎかさない。 

ポイントĭ 

� みࢇなでỴめた学級┠
ᶆのᩥᏐをྛ⌜に᣺り分
け、⌜ဨでヰしྜい、ᕤ
ኵをจらしてᩥᏐを作成
し、ᥖ♧しています。�
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ポイントį 

� ᩍᖌは、一人一人のẼ௜きやⓎぢにᩄ感でありたいものです。一人一人をㄆめるጼໃは、個ࠎ

の子どもたちの自ಙとྍ能ᛶをఙࡤし、ࡉらに、子どもྠኈのⰋዲな関係ᛶを育みます。�

・子どもたちが自分の気ਤちや考えをᘙ現できるೞ 

 会をᚨけましょう。 

・自˂のᑣさに気˄けるよう工夫しましょう。 

・子どもたちが与えられた役割の中で自発的に取り 

 組む場᩿をᚨ定し、達成感や成ݼ感をもたせま 

 しょう。 

・子どもたちが目標に向けて努力したことの、取組 

 のȗȭǻǹ等をኰʼしましょう。 

・ऴ報をӓᨼし、᩿ٶ的にਵえてኰʼしましょう。 

ဃ෇ȎȸトŴଐᚡŴ 

ଐᛏƳƲǛ෇ဇ 

ᘍʙŴ̞෇ѣŴ࢘ဪ 

෇ѣƳƲƷೞ˟ǛМဇ 

࠙ǓƷ˟Ŵܖኢ 

ƩǑǓƳƲưኰʼ 

ᨼׇƷɟՃƱƠƯ 

ƷࢫлǛǋƨƤǔ 

 ƲǋƨƪƷᑣƞ܇

Ǜᙸƭƚᚸ̖Ƣǔ 

ѐщƠƨƜƱǛ 

 ƛǔ࠼ኢμ˳ƴܖ

∑∞∑≋ᙹࢷ≌ 
 

 ∝σஊするႸ೅がⅱる 
 ∝一人一人に役割がⅱる 
 ∝ᆃࡀがⅱる 

� よりよい学級集団では、子どもがᏳᚰして㐣ࡈすことができ、௚⪅との関ࢃりの୰で自らの

ⰋࡉをⓎ᥹できます。子どもがᏳᚰして㐣ࡈすことができるための「ࣝーࣝ」と、一人一人の

ちがいをㄆめ支えྜえる「ࣜࣞーࣥࣙࢩ」の㸰つが☜❧していることが大ษです。�

∐−∞⇝∍∙≋ᚃԧ的↙ʩ↾↹≌ 
 

 ∝ᛐ↰ӳう᧙̞がⅱる 
 ∝ʝⅳにяↀӳう᧙̞がⅱる 
 ∝ஜ᪦のज़ऴʩ්がⅱる 

ĬȫȸȫƱƦƷॖ፯ǛᄩᛐƢǔ 

・わかりやすくܣりやすいȫーȫにする。 
・活動にλる前に確認する。 
・ჺ଺間での意識化をጮりᡉす。 
・੩示し、ᙻᙾ的に΁きかける。 

ĭȫȸȫƴඝƬƨᘍѣǛǄǊǔ 

・ȫーȫをܣれている子たちをしっかり১認 
 する。 
・ǲーȠ等の活動で、「ȫーȫをܣって活動 
 したら楽しかった」というኺ᬴をさせる。 
・᡹Ꮾ行動にӷᛦしがちな子をつくらない。 

Į᡹ᏮᘍѣƴƸ്໱ƱƠƨ७ࡇư 

・まずは間をとり、Ϭ᩺になる。 
・ቇ๹に、്໱とした対応をとる。 
・ɠݗな̾К対応は、੉ಅや活動 
 以ٳの場᩿で行う。 

Ĭ૙ࠖƔǒ΁ƖƔƚǔ 

・子どもの発言や頑張りを᩿ٶ的に認める。 
・大人しい子、目立たない子の意見もとりあ 
 ƛ、間ᢌったሉえなども大切にৢう。 
・仲間の意見にうなずいたりਊ手したりする 
 よう΁きかける。 

ĭئǛپ߻Ƣǔ 

・自分の考えをȚǢやǰȫーȗ内で発ᘙする 
 活動を取りλれる。 
・分かったことや感े、なるǄどと思った仲 
 間の意見など、ਰりᡉる場᩿をᚨ定する。 
・子どもӷٟが認め合える場᩿をᚨ定する。 

ĮಮŷƳ෇ѣǛӕǓλǕǔ 

ܱោ̊ 
P67Ӌༀ 

・学級ūū大会、ྰ対৴ūū合৆、ȓȳǴǲ 
 ーȠ等のǤșȳȈを子どもが˖ဒ運փする。 
・ನ成的ǰȫーȗǨȳǫǦȳǿー、ჺ଺間ǰ 
 ȫーȗǢȗȭーȁ等のǨǯǵǵǤǺを行う。 

ポイントİ 

� 一人一人が役割を担う当番活動や係活動は、学級への帰属意識や自己有用感を育むことにつ

ながります。また、学校行事でクラス内の望ましい人間関係を形成し、集団への所属感、連帯

感を深めることなどを通して、子どもたちの「自治的能力」を育みたいものです。�

� 学級集団に支えられて個が育ち、個の成長が学級集団を支えるという相互作用によって、一

人一人が大きく成長します。クラス分けによって「偶然生まれた集団」を「チーム」と呼べる

集団に成長するよう育てることが「学級づくり」であると捉えましょう。�

ポイント⑥ 

①一人一人に役割を持たせる 

②自主的に活動できるようにする 

・「いつ、誰が、何を、どのようにするか」 

 を明確にし、全員が分かるようにします。 

・朝の会、帰りの会での活動状況の報告や、 

 「委員会・係コーナー」等の掲示物を作成 

 させ「見える化」することで、日常的にお 

 互いに成果を認め合えるようにします。 

        ここに注意！ 
・活動を疎かにしている子どもに 

 対する罰を与えるような指導を 

 しない。 

・活動が停滞する状況になった場合、何が 

 できるかを一緒に考えるなど、子どもの 

 出番を大切にする。 

・乱雑な教室環境が子どもの帰属意識や意 

 欲を低下させ、心の荒れを引き起こす。 

・順位や勝敗にこだわりすぎると、子ども 

 の人間関係が不安定になることがある。 

・学級目標達成に向けて一人一人が役割を担い 

 協力しながら自主的に活動することが、楽し 

 く豊かな学級生活の実現につながります。 

・「みんなの役に立った」「一緒に活動して楽 

 しかった」など、活動を通して「仲間に認め 

 られ、学級に貢献している」という喜びを味 

 わわせることを意識します。 

③活動が見えるよう掲示を工夫する 

・子どもの活動の様子、取組の跡が見えるよ 

 うな掲示になるよう心がけます。 

・長期間貼りっぱなしにせず、破損やはがれ 

 はすぐに直します。 

・発達段階に応じて子どもに工夫させながら 

 掲示物をつくらせることも大切です。 

④行事で集団の成長を図る 

・一人一人に役割と目標をもたせ、全体のた 

 めに取り組むよう指導します。 

・「励まし」「認め合い」など、仲間に目を 

 向けることの大切さを伝えます。 

・運動会や合唱など、苦手に感じている子ど 

 もに配慮します。結果や勝敗ではなく過程 

 の大切さを理解させましょう。 

 子どもの中には「先生、頑張ったらご褒美 

がありますか？」「勝ったら○○してくださ 

い！」などと言う場合があります。安易に応 

じることなく、 

「結果以上に過程が大切」 
ということを実感できる指導をしましょう。 

 初めてのことへの苦手意識が強く、なかな 

か思うようにできない子もいます。できるよ 

うになるまで根気強く指導する中で、子ども 

は育っていくものです。 

 【例えば通信では･･･】 

 子どもたちが互いの努力 

や成長を認め合い励まし合 

えるような内容を中心に書 

きます。 

 そのためにも、日頃から 

子どもの前向きな取組や学 

級のために行動している姿 

等を見逃さないようにしま 

しょう。 
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ポイントį 

� ᩍᖌは、一人一人のẼ௜きやⓎぢにᩄ感でありたいものです。一人一人をㄆめるጼໃは、個ࠎ

の子どもたちの自ಙとྍ能ᛶをఙࡤし、ࡉらに、子どもྠኈのⰋዲな関係ᛶを育みます。�

・子どもたちが自分の気ਤちや考えをᘙ現できるೞ 

 会をᚨけましょう。 

・自˂のᑣさに気˄けるよう工夫しましょう。 

・子どもたちが与えられた役割の中で自発的に取り 

 組む場᩿をᚨ定し、達成感や成ݼ感をもたせま 

 しょう。 

・子どもたちが目標に向けて努力したことの、取組 

 のȗȭǻǹ等をኰʼしましょう。 

・ऴ報をӓᨼし、᩿ٶ的にਵえてኰʼしましょう。 

ဃ෇ȎȸトŴଐᚡŴ 

ଐᛏƳƲǛ෇ဇ 

ᘍʙŴ̞෇ѣŴ࢘ဪ 

෇ѣƳƲƷೞ˟ǛМဇ 

࠙ǓƷ˟Ŵܖኢ 

ƩǑǓƳƲưኰʼ 

ᨼׇƷɟՃƱƠƯ 

ƷࢫлǛǋƨƤǔ 

 ƲǋƨƪƷᑣƞ܇

Ǜᙸƭƚᚸ̖Ƣǔ 

ѐщƠƨƜƱǛ 

 ƛǔ࠼ኢμ˳ƴܖ

∑∞∑≋ᙹࢷ≌ 
 

 ∝σஊするႸ೅がⅱる 
 ∝一人一人に役割がⅱる 
 ∝ᆃࡀがⅱる 

� よりよい学級集団では、子どもがᏳᚰして㐣ࡈすことができ、௚⪅との関ࢃりの୰で自らの

ⰋࡉをⓎ᥹できます。子どもがᏳᚰして㐣ࡈすことができるための「ࣝーࣝ」と、一人一人の

ちがいをㄆめ支えྜえる「ࣜࣞーࣥࣙࢩ」の㸰つが☜❧していることが大ษです。�

∐−∞⇝∍∙≋ᚃԧ的↙ʩ↾↹≌ 
 

 ∝ᛐ↰ӳう᧙̞がⅱる 
 ∝ʝⅳにяↀӳう᧙̞がⅱる 
 ∝ஜ᪦のज़ऴʩ්がⅱる 

ĬȫȸȫƱƦƷॖ፯ǛᄩᛐƢǔ 

・わかりやすくܣりやすいȫーȫにする。 
・活動にλる前に確認する。 
・ჺ଺間での意識化をጮりᡉす。 
・੩示し、ᙻᙾ的に΁きかける。 

ĭȫȸȫƴඝƬƨᘍѣǛǄǊǔ 

・ȫーȫをܣれている子たちをしっかり১認 
 する。 
・ǲーȠ等の活動で、「ȫーȫをܣって活動 
 したら楽しかった」というኺ᬴をさせる。 
・᡹Ꮾ行動にӷᛦしがちな子をつくらない。 

Į᡹ᏮᘍѣƴƸ്໱ƱƠƨ७ࡇư 

・まずは間をとり、Ϭ᩺になる。 
・ቇ๹に、്໱とした対応をとる。 
・ɠݗな̾К対応は、੉ಅや活動 
 以ٳの場᩿で行う。 

Ĭ૙ࠖƔǒ΁ƖƔƚǔ 

・子どもの発言や頑張りを᩿ٶ的に認める。 
・大人しい子、目立たない子の意見もとりあ 
 ƛ、間ᢌったሉえなども大切にৢう。 
・仲間の意見にうなずいたりਊ手したりする 
 よう΁きかける。 

ĭئǛپ߻Ƣǔ 

・自分の考えをȚǢやǰȫーȗ内で発ᘙする 
 活動を取りλれる。 
・分かったことや感े、なるǄどと思った仲 
 間の意見など、ਰりᡉる場᩿をᚨ定する。 
・子どもӷٟが認め合える場᩿をᚨ定する。 

ĮಮŷƳ෇ѣǛӕǓλǕǔ 

ܱោ̊ 
P67Ӌༀ 

・学級ūū大会、ྰ対৴ūū合৆、ȓȳǴǲ 
 ーȠ等のǤșȳȈを子どもが˖ဒ運փする。 
・ನ成的ǰȫーȗǨȳǫǦȳǿー、ჺ଺間ǰ 
 ȫーȗǢȗȭーȁ等のǨǯǵǵǤǺを行う。 

ポイントİ 

� 一人一人が役割を担う当番活動や係活動は、学級への帰属意識や自己有用感を育むことにつ

ながります。また、学校行事でクラス内の望ましい人間関係を形成し、集団への所属感、連帯

感を深めることなどを通して、子どもたちの「自治的能力」を育みたいものです。�

� 学級集団に支えられて個が育ち、個の成長が学級集団を支えるという相互作用によって、一

人一人が大きく成長します。クラス分けによって「偶然生まれた集団」を「チーム」と呼べる

集団に成長するよう育てることが「学級づくり」であると捉えましょう。�

ポイント⑥ 

①一人一人に役割を持たせる 

②自主的に活動できるようにする 

・「いつ、誰が、何を、どのようにするか」 

 を明確にし、全員が分かるようにします。 

・朝の会、帰りの会での活動状況の報告や、 

 「委員会・係コーナー」等の掲示物を作成 

 させ「見える化」することで、日常的にお 

 互いに成果を認め合えるようにします。 

        ここに注意！ 
・活動を疎かにしている子どもに 

 対する罰を与えるような指導を 

 しない。 

・活動が停滞する状況になった場合、何が 

 できるかを一緒に考えるなど、子どもの 

 出番を大切にする。 

・乱雑な教室環境が子どもの帰属意識や意 

 欲を低下させ、心の荒れを引き起こす。 

・順位や勝敗にこだわりすぎると、子ども 

 の人間関係が不安定になることがある。 

・学級目標達成に向けて一人一人が役割を担い 

 協力しながら自主的に活動することが、楽し 

 く豊かな学級生活の実現につながります。 

・「みんなの役に立った」「一緒に活動して楽 

 しかった」など、活動を通して「仲間に認め 

 られ、学級に貢献している」という喜びを味 

 わわせることを意識します。 

③活動が見えるよう掲示を工夫する 

・子どもの活動の様子、取組の跡が見えるよ 

 うな掲示になるよう心がけます。 

・長期間貼りっぱなしにせず、破損やはがれ 

 はすぐに直します。 

・発達段階に応じて子どもに工夫させながら 

 掲示物をつくらせることも大切です。 

④行事で集団の成長を図る 

・一人一人に役割と目標をもたせ、全体のた 

 めに取り組むよう指導します。 

・「励まし」「認め合い」など、仲間に目を 

 向けることの大切さを伝えます。 

・運動会や合唱など、苦手に感じている子ど 

 もに配慮します。結果や勝敗ではなく過程 

 の大切さを理解させましょう。 

 子どもの中には「先生、頑張ったらご褒美 

がありますか？」「勝ったら○○してくださ 

い！」などと言う場合があります。安易に応 

じることなく、 

「結果以上に過程が大切」 
ということを実感できる指導をしましょう。 

 初めてのことへの苦手意識が強く、なかな 

か思うようにできない子もいます。できるよ 

うになるまで根気強く指導する中で、子ども 

は育っていくものです。 

 【例えば通信では･･･】 

 子どもたちが互いの努力 

や成長を認め合い励まし合 

えるような内容を中心に書 

きます。 

 そのためにも、日頃から 

子どもの前向きな取組や学 

級のために行動している姿 

等を見逃さないようにしま 

しょう。 
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�

�

      ≕

� 学校が、複雑化･多様化したㄢ題をゎỴし、Ꮚどࡶにᚲせな資㉁･能ຊを育んでいくためには、

学校全体のマネジメント機能を高め、組⧊として教育活動に取り組ࡴ体制をసり上ࡆるととࡶ

に、指導体制をᩚഛすることがᚲせです。�

       ⅤチームとしてのఄܖⅥの体制を構築する ポイントĬ 

� 生徒指導上のㄢ題に対して教⫋員がಶูに取り組ࡴのではなく、校長のࣜーࢲーࣉࢵࢩの下、

チーム学校としての⮬らのᙺ๭を⮬ぬし、ㄢ題ゎỴにྥࡅて組⧊で取り組ࡴことが㔜せです。�

ģ学ኢ担任の役割Ĥ 

 児童生徒のᛢ題を少し

でもଔƘႆ見し、ᛢ題が

ᙐᩃ化・ขЦ化するЭに

指導・対応できるように

学ኢ担任には児童生徒を

ᚇ察するщが࣏要です。 

  ģ教育相談担当の役割Ĥ 

 全児童生徒のཞඞӏƼ支援のཞඞを

一Ψ的に৭੮し、学校内ӏƼ関係機関

等との連ዂᛦૢ、スクȪーȋンǰ会

ᜭ、Ǳース会ᜭの᧏͵等児童生徒のৼ

えるᛢ題の解ൿに向けてᛦૢ役として

活動します。 

 ģ生徒指導担当の役割Ĥ 

 学校全体で生徒指導をᘍ

うɥで、ऴإ
�ӓᨼ・ᨼኖ、

ૢ理、ႆ̮��のǭーȑーソン

であることをᐯᙾし、校ᧈ・

教᪽ӏƼ学ኢ担任等と連携

して、実७৭੮をᘍいます。 

        ģ᫱護教᛼の役割Ĥ 

 全児童生徒を対ᝋとして、入学଺からኺ

年的に児童生徒の঺ᧈ・ႆᢋに関ǘってお

り、ͤࡍ相談等をᡫơ、ᛢ題のଔ஖ႆ見ӏ

Ƽ対応をᘍいます。 

   ģ事務職員・その他の教職員の役割Ĥ 

 学ኢ担任ˌ外の教職員は、児童生徒のݱƞな٭

化にൢ˄いたり、ൢになるཞඞを目にしたり、相

談を受けたりした場合には、ଔ࣯に教育相談担当

等にإԓします。 

㸦ᩥ㒊⛉学┬「チームとしての学校のᅾり᪉と௒ᚋのᨵၿ᪉⟇」㸦+��⟅⏦㸧をࡶとにసᡂ㸧�

「チームとしての学校」 

のǤȡーǸ 

ͤ上図のࡑれࡒれのᙺ๭と௨下のㄝ᫂ᩥはྠⰍで対応しています。�

�

�

      専門性に基づくチーム体制を構築する ポイント② 

�

�

�

 

�

�

�

�

�

� 生徒指導の充実を図るために、教員が、心理や福祉等の専門家と連携･分担し、チームとしての体制を

構築することが求められています。�

教員が担うべき業務や役割を見直し、他職種による協働性を高める。 

      ～教員～ 

・学習指導や生徒指導の教育活動。 

・少数職種であるSC、SSW等を学校 

 全体として受け入れる。 

     ～SC、SSW等～ 

・子どもの教育を担っているチームの   

  一員であるという意識。 

・学校の仕組みや指導のしかたや支援に

ついて積極的に理解する。 

 

 
 

○心理に関する専門的な知識や技術を有して

います。 

○

 

 

○社会福祉に関する専門的な知識や技術を有

しています。 

○

 

 

スクールソーシャルワーカー（SSW）は、 

「福祉」の専門家 

スクールカウンセラー（SC）は、 

「心理」の専門家 

 「連携」とは何か問題があった場合に「対応のす 
べてを相手に委ねてしまうこと」ではありません。
学校で「できること」「できないこと」を見極め、
学校ができない点を外部の専門機関などに援助して
もらうことが連携なのです。 
                      （文部科学省「生徒指導提要」より） 

       専門機関と連携して取り組む ポイント③ 

� 複雑化･多様化した生徒指導上の問題に対応していくためには、警察や児童相談所などの専門機関と

の連携が欠かせません。各機関の取組内容や人的資源などが異なりますので、校長の判断の下、適切

に連携を進めていきましょう。�

       ～専門機関の例～ 
①刑事司法関係 (警察署、少年サポートセンター、 
              法務少年支援センター) 
②福祉関係 (児童相談所、児童心理治療施設等) 
③教育相談機関 (教育支援センター、対策センター) 
④その他の諸機関等(愛護センター、医療機関等) 

【チーム体制の構築】 

 
 

 

○それぞれの職務内容、権限と責任を明確化する。○立場・役割を認識し、当事者意識をもつ。 

 

取組の効率的・効果的な実施につながります。 �

 教員もＳＣ・ＳＳＷ等も｢チームとしての学校｣の一員 

として目的を共有し、取組の方向性をそろえる。 

【学校における協働の文化】 

「チーム学校」として学校全体のマネジメント機能を高め、教育活動を充実させましょう。�
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�

�

      ≕

� 学校が、複雑化･多様化したㄢ題をゎỴし、Ꮚどࡶにᚲせな資㉁･能ຊを育んでいくためには、

学校全体のマネジメント機能を高め、組⧊として教育活動に取り組ࡴ体制をసり上ࡆるととࡶ

に、指導体制をᩚഛすることがᚲせです。�

       ⅤチームとしてのఄܖⅥの体制を構築する ポイントĬ 

� 生徒指導上のㄢ題に対して教⫋員がಶูに取り組ࡴのではなく、校長のࣜーࢲーࣉࢵࢩの下、

チーム学校としての⮬らのᙺ๭を⮬ぬし、ㄢ題ゎỴにྥࡅて組⧊で取り組ࡴことが㔜せです。�

ģ学ኢ担任の役割Ĥ 

 児童生徒のᛢ題を少し

でもଔƘႆ見し、ᛢ題が

ᙐᩃ化・ขЦ化するЭに

指導・対応できるように

学ኢ担任には児童生徒を

ᚇ察するщが࣏要です。 

  ģ教育相談担当の役割Ĥ 

 全児童生徒のཞඞӏƼ支援のཞඞを

一Ψ的に৭੮し、学校内ӏƼ関係機関

等との連ዂᛦૢ、スクȪーȋンǰ会

ᜭ、Ǳース会ᜭの᧏͵等児童生徒のৼ

えるᛢ題の解ൿに向けてᛦૢ役として

活動します。 

 ģ生徒指導担当の役割Ĥ 

 学校全体で生徒指導をᘍ

うɥで、ऴإ
�ӓᨼ・ᨼኖ、

ૢ理、ႆ̮��のǭーȑーソン

であることをᐯᙾし、校ᧈ・

教᪽ӏƼ学ኢ担任等と連携

して、実७৭੮をᘍいます。 

        ģ᫱護教᛼の役割Ĥ 

 全児童生徒を対ᝋとして、入学଺からኺ

年的に児童生徒の঺ᧈ・ႆᢋに関ǘってお

り、ͤࡍ相談等をᡫơ、ᛢ題のଔ஖ႆ見ӏ

Ƽ対応をᘍいます。 

   ģ事務職員・その他の教職員の役割Ĥ 

 学ኢ担任ˌ外の教職員は、児童生徒のݱƞな٭

化にൢ˄いたり、ൢになるཞඞを目にしたり、相

談を受けたりした場合には、ଔ࣯に教育相談担当

等にإԓします。 

㸦ᩥ㒊⛉学┬「チームとしての学校のᅾり᪉と௒ᚋのᨵၿ᪉⟇」㸦+��⟅⏦㸧をࡶとにసᡂ㸧�

「チームとしての学校」 

のǤȡーǸ 

ͤ上図のࡑれࡒれのᙺ๭と௨下のㄝ᫂ᩥはྠⰍで対応しています。�

�

�

      専門性に基づくチーム体制を構築する ポイント② 

�

�

�

 

�

�

�

�

�

� 生徒指導の充実を図るために、教員が、心理や福祉等の専門家と連携･分担し、チームとしての体制を

構築することが求められています。�

教員が担うべき業務や役割を見直し、他職種による協働性を高める。 

      ～教員～ 

・学習指導や生徒指導の教育活動。 

・少数職種であるSC、SSW等を学校 

 全体として受け入れる。 

     ～SC、SSW等～ 

・子どもの教育を担っているチームの   

  一員であるという意識。 

・学校の仕組みや指導のしかたや支援に

ついて積極的に理解する。 

 

 
 

○心理に関する専門的な知識や技術を有して

います。 

○

 

 

○社会福祉に関する専門的な知識や技術を有

しています。 

○

 

 

スクールソーシャルワーカー（SSW）は、 

「福祉」の専門家 

スクールカウンセラー（SC）は、 

「心理」の専門家 

 「連携」とは何か問題があった場合に「対応のす 
べてを相手に委ねてしまうこと」ではありません。
学校で「できること」「できないこと」を見極め、
学校ができない点を外部の専門機関などに援助して
もらうことが連携なのです。 
                      （文部科学省「生徒指導提要」より） 

       専門機関と連携して取り組む ポイント③ 

� 複雑化･多様化した生徒指導上の問題に対応していくためには、警察や児童相談所などの専門機関と

の連携が欠かせません。各機関の取組内容や人的資源などが異なりますので、校長の判断の下、適切

に連携を進めていきましょう。�

       ～専門機関の例～ 
①刑事司法関係 (警察署、少年サポートセンター、 
              法務少年支援センター) 
②福祉関係 (児童相談所、児童心理治療施設等) 
③教育相談機関 (教育支援センター、対策センター) 
④その他の諸機関等(愛護センター、医療機関等) 

【チーム体制の構築】 

 
 

 

○それぞれの職務内容、権限と責任を明確化する。○立場・役割を認識し、当事者意識をもつ。 

 

取組の効率的・効果的な実施につながります。 �

 教員もＳＣ・ＳＳＷ等も｢チームとしての学校｣の一員 

として目的を共有し、取組の方向性をそろえる。 

【学校における協働の文化】 

「チーム学校」として学校全体のマネジメント機能を高め、教育活動を充実させましょう。�
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      ≖ 

� 不登校をῶらすには、ண㜵的な対⟇が必要です。「ᮍ↛㜵Ṇ」と「ึᮇ対応」について全ᩍ
⫋ဨがṇしくඹ㏻⌮ゎし、ᬑẁから意識してྲྀり⤌ࢇでいくことが、新たな不登校を㜵ࡄこと
につながります。 �

     「᭽щⅱるఄܖ」を↓ⅾるポイントĬ 

人間関係づくり編 

� ᮾ㒊ᆅ༊の不登校児童生徒数（「児童生徒
のၥ㢟行ື࣭不登校等生徒ᣦᑟୖのㅖㄢ㢟に
㛵するㄪᰝ」の基‽による㸱㸮日௨ୖの欠
席）の᥎⛣を見ると、ᖹᡂ㸰㸷ᖺᗘᙜึは、
༞ᴗや᚟ᖐ等で㸯㸯㸲ྡῶᑡしていますが、
年度中に１２８名の児童生徒が新たに不登校
になり、ᖺᗘᮎには๓ᖺᗘを㸯㸲ྡୖᅇりま
した。この⤖ᯝから、不登校児童生徒に対す
るᡭཌいᨭ᥼はこれまでྠ様大切ですが、
「新たな不登校を生まない」ྲྀ⤌も㔜要であ
るということがศかります。����������������������������������������������������������������������������������������
� こで、児童生徒が「Ꮫ校はᴦしい」「Ꮫࡑ
校に行きたい」と感ࡌられるようなž᭽щƋ
ǔఄܖƮƘǓſを㐍めることが大切になりま
す。ࡑの４つのポイントとチ࢙ッࢡ㡯┠を⤂
௓します。�

ிᢿעғの不登校δᇜ生ࢻ数のਖ਼ᆆ 
（H28ࡇ࠰ӏƼH29ࡇ࠰「Ⴤ཯ᐯᛦ௹」より） 

ℵ‒ੲя⇱∞⇠に応ↇたⅼ↰ኬ↳かなᣐॾ 
š 問᫆ᘍѣ等の要因を、特К支援教育の観ໜも 

    ៊まえて多面的に把握しようとしていますかᲹ 

š 個々のつまずきの状ඞを把握し、個に応ơた 

  支援の৖立てをဇ意するようにしていますかᲹ 

š ᡶ級・ᡶ学Эに、特ࣱや࣏要な支援について 

  ऴإをࡽきዒƗ、支援に生かしていますかᲹ 

Ⅎ‒૙ՃのؕஜۋѬ 
š どの子に対してもπ࠯に認め、Ǆめ、ѕまし 

  ていますかᲹ  

š ݱさな問᫆ᘍѣであってもƦのᘍໝを見過ご 

    さず、്໱とした指導をᘍっていますかᲹ 

š 気になる子に対して、 担任 

    だけの見方ではなく、複数 

    で様子を観察したり対応を 

    検討したりしていますかᲹ 

ℳ‒ܖ↥ॖഒのӼɥとؕᄽؕஜのܭბ 
š ᎋえるᙻໜや学習活ѣの৖᪯などをଢ確にᅆ 

  し、δᇜ生ࢻが見通しを持ち、ɼ体的に学習 

    にӕりኵめるようにしていますかᲹ 

š 教え合い、学Ƽ合う੉ಅをᘍい、子どもどう 

    しの「つながり」や「ᐯࠁஊဇज़」を育むよ 

    うپ߻していますかᲹ 

š ノートの୿き方やႆᘙのˁ 

    方、家庭学習のˁ方など、 

    学Ƽ方を࢘ࡇ࠰Иにɠݗに 

    指導していますかᲹ 

ℴ‒「ئއ৑↔ⅾ↹」と「኷↔ⅾ↹」 
š ࢘ࡇ࠰Иの信頼関係をሰくためのӕኵや、ನ 

    成的ǰルーȗǨンǫǦンǿーやǽーǷȣルス 

    ǭルトȬーȋンǰ等、子どもたちの人間関係 

    を̟ᡶするӕኵをᚘဒ的にᘍっていますかᲹ 

š μ員が᩺かにᎋえる時間やƓʝいの意見を伝 

    え合いᎮき合う時間をᚨけ、子どもたちにᐯ 

    ЎとӼき合い相৖を࣬いやるщが៲につくよ 

    うѐめていますかᲹ 

š ࢫлやˁ事をπ࠯にЎ担した 

    り、ႆᘙのೞ˟をɨえたりし 

    て、一人一人が活៫できるよ 

    うな指導ができていますかᲹ 

「᭽щⅱるఄܖ↔ⅾ↹」の∃イン⇮ 

� 新たな不登校を生まないためには、日頃から子どもたちの生活全般の様子、心身の健康状態、

悩み事等の把握に努める必要があります。「子どもたちの心の変化（サイン）」をキャッチす

るための方法を複数のチャンネルで確保しておきましょう。 �

○子どもたちとの日常的な交流：挨拶や声かけの際の反応、休み時間の過ごし方など 

○毎朝の出席確認・健康観察：健康観察への返事の声、担任の顔を見て答えているか 

○日記・生活ノート等によるやりとり：記述の内容、字の様子 

○定期的な教育相談やアンケート：特に変化の見られやすい５・６月、９・１０月は大切に 

○学級や個々の状態を把握するアセスメントツール：教員の「目」や「勘」の確認や修正 

○子どもの心や気持ちをつかむよう、声かけをする。 

○先生が気にかけていることを伝える。 

○家庭に電話したり、家庭訪問をしたりするなどして様子を聞く。 

○担任一人の見方だけではなく、複数の教職員で観察したり対策を検討したりする。 

� 不登校の兆候を見逃さないためには、「子どもは基本的に毎日登校するもの」という意識をも

ち、欠席に対して敏感に、かつ温かく対応することが大切です。微熱や腹痛等による欠席の中

に、不登校につながる要因が隠れていることもあるものです。 �

�児童生徒の様々な変化（サイン）に敏感に反応できるアンテナを高く持ち、磨くことが大切です。�

ポイント② 

ポイント③ 

欠席１日目 

欠席３日目 

欠席が月に 

３日以上 

 欠席が月に 

６日を超える 

◆まずは見落とさないよう気を付けましょう。意識的に声をかけ、悩みや不安 

 に寄り添えるようにします。保護者にも心配している旨を伝え、家庭での様 

 子を聞きます。 

◆教職員間で共通理解を図り、学校体制での早期対応のための準備をします。�

◆支援チームを編成し、指導記録（個人記 

 録）にもとづき、学習、生活など様々な 

 面でのサポートを開始します。 

◆子ども、保護者の気持ちを理解し、信頼 

 関係を大切にします。�

◆理由がはっきりしていても家庭訪問をして直接声をかけ、安 

 心して再登校できるよう、温かく支援しましょう。 

◆複数の教職員で意見を出し合い、欠席の要因について多面的 

 に見立てをしましょう。�

◆１日だけでも翌日の登校には不安があるものです。次の日の 

 予定や持ち物等について電話連絡をしつつ、安心して登校で 

 きるよう、温かな声かけをしましょう。 

◆気になっている子であれば、家庭訪問をしましょう。�

「子どもたちの心の変化（サイン）」をキャッチする取組例 

「おかしいな？」と思ったら･･･ 

欠席児童生徒に対する対応の方法（例） 

� 不登校になる可能
性の高い児童生徒と
考えられる場合は、
より迅速な対応を行
いましょう！�
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      ≖ 

� 不登校をῶらすには、ண㜵的な対⟇が必要です。「ᮍ↛㜵Ṇ」と「ึᮇ対応」について全ᩍ
⫋ဨがṇしくඹ㏻⌮ゎし、ᬑẁから意識してྲྀり⤌ࢇでいくことが、新たな不登校を㜵ࡄこと
につながります。 �

     「᭽щⅱるఄܖ」を↓ⅾるポイントĬ 

人間関係づくり編 

� ᮾ㒊ᆅ༊の不登校児童生徒数（「児童生徒
のၥ㢟行ື࣭不登校等生徒ᣦᑟୖのㅖㄢ㢟に
㛵するㄪᰝ」の基‽による㸱㸮日௨ୖの欠
席）の᥎⛣を見ると、ᖹᡂ㸰㸷ᖺᗘᙜึは、
༞ᴗや᚟ᖐ等で㸯㸯㸲ྡῶᑡしていますが、
年度中に１２８名の児童生徒が新たに不登校
になり、ᖺᗘᮎには๓ᖺᗘを㸯㸲ྡୖᅇりま
した。この⤖ᯝから、不登校児童生徒に対す
るᡭཌいᨭ᥼はこれまでྠ様大切ですが、
「新たな不登校を生まない」ྲྀ⤌も㔜要であ
るということがศかります。����������������������������������������������������������������������������������������
� こで、児童生徒が「Ꮫ校はᴦしい」「Ꮫࡑ
校に行きたい」と感ࡌられるようなž᭽щƋ
ǔఄܖƮƘǓſを㐍めることが大切になりま
す。ࡑの４つのポイントとチ࢙ッࢡ㡯┠を⤂
௓します。�

ிᢿעғの不登校δᇜ生ࢻ数のਖ਼ᆆ 
（H28ࡇ࠰ӏƼH29ࡇ࠰「Ⴤ཯ᐯᛦ௹」より） 

ℵ‒ੲя⇱∞⇠に応ↇたⅼ↰ኬ↳かなᣐॾ 
š 問᫆ᘍѣ等の要因を、特К支援教育の観ໜも 

    ៊まえて多面的に把握しようとしていますかᲹ 

š 個々のつまずきの状ඞを把握し、個に応ơた 

  支援の৖立てをဇ意するようにしていますかᲹ 

š ᡶ級・ᡶ学Эに、特ࣱや࣏要な支援について 

  ऴإをࡽきዒƗ、支援に生かしていますかᲹ 

Ⅎ‒૙ՃのؕஜۋѬ 
š どの子に対してもπ࠯に認め、Ǆめ、ѕまし 

  ていますかᲹ  

š ݱさな問᫆ᘍѣであってもƦのᘍໝを見過ご 

    さず、്໱とした指導をᘍっていますかᲹ 

š 気になる子に対して、 担任 

    だけの見方ではなく、複数 

    で様子を観察したり対応を 

    検討したりしていますかᲹ 

ℳ‒ܖ↥ॖഒのӼɥとؕᄽؕஜのܭბ 
š ᎋえるᙻໜや学習活ѣの৖᪯などをଢ確にᅆ 

  し、δᇜ生ࢻが見通しを持ち、ɼ体的に学習 

    にӕりኵめるようにしていますかᲹ 

š 教え合い、学Ƽ合う੉ಅをᘍい、子どもどう 

    しの「つながり」や「ᐯࠁஊဇज़」を育むよ 

    うپ߻していますかᲹ 

š ノートの୿き方やႆᘙのˁ 

    方、家庭学習のˁ方など、 

    学Ƽ方を࢘ࡇ࠰Иにɠݗに 

    指導していますかᲹ 

ℴ‒「ئއ৑↔ⅾ↹」と「኷↔ⅾ↹」 
š ࢘ࡇ࠰Иの信頼関係をሰくためのӕኵや、ನ 

    成的ǰルーȗǨンǫǦンǿーやǽーǷȣルス 

    ǭルトȬーȋンǰ等、子どもたちの人間関係 

    を̟ᡶするӕኵをᚘဒ的にᘍっていますかᲹ 

š μ員が᩺かにᎋえる時間やƓʝいの意見を伝 

    え合いᎮき合う時間をᚨけ、子どもたちにᐯ 

    ЎとӼき合い相৖を࣬いやるщが៲につくよ 

    うѐめていますかᲹ 

š ࢫлやˁ事をπ࠯にЎ担した 

    り、ႆᘙのೞ˟をɨえたりし 

    て、一人一人が活៫できるよ 

    うな指導ができていますかᲹ 

「᭽щⅱるఄܖ↔ⅾ↹」の∃イン⇮ 

� 新たな不登校を生まないためには、日頃から子どもたちの生活全般の様子、心身の健康状態、

悩み事等の把握に努める必要があります。「子どもたちの心の変化（サイン）」をキャッチす

るための方法を複数のチャンネルで確保しておきましょう。 �

○子どもたちとの日常的な交流：挨拶や声かけの際の反応、休み時間の過ごし方など 

○毎朝の出席確認・健康観察：健康観察への返事の声、担任の顔を見て答えているか 

○日記・生活ノート等によるやりとり：記述の内容、字の様子 

○定期的な教育相談やアンケート：特に変化の見られやすい５・６月、９・１０月は大切に 

○学級や個々の状態を把握するアセスメントツール：教員の「目」や「勘」の確認や修正 

○子どもの心や気持ちをつかむよう、声かけをする。 

○先生が気にかけていることを伝える。 

○家庭に電話したり、家庭訪問をしたりするなどして様子を聞く。 

○担任一人の見方だけではなく、複数の教職員で観察したり対策を検討したりする。 

� 不登校の兆候を見逃さないためには、「子どもは基本的に毎日登校するもの」という意識をも

ち、欠席に対して敏感に、かつ温かく対応することが大切です。微熱や腹痛等による欠席の中

に、不登校につながる要因が隠れていることもあるものです。 �

�児童生徒の様々な変化（サイン）に敏感に反応できるアンテナを高く持ち、磨くことが大切です。�

ポイント② 

ポイント③ 

欠席１日目 

欠席３日目 

欠席が月に 

３日以上 

 欠席が月に 

６日を超える 

◆まずは見落とさないよう気を付けましょう。意識的に声をかけ、悩みや不安 

 に寄り添えるようにします。保護者にも心配している旨を伝え、家庭での様 

 子を聞きます。 

◆教職員間で共通理解を図り、学校体制での早期対応のための準備をします。�

◆支援チームを編成し、指導記録（個人記 

 録）にもとづき、学習、生活など様々な 

 面でのサポートを開始します。 

◆子ども、保護者の気持ちを理解し、信頼 

 関係を大切にします。�

◆理由がはっきりしていても家庭訪問をして直接声をかけ、安 

 心して再登校できるよう、温かく支援しましょう。 

◆複数の教職員で意見を出し合い、欠席の要因について多面的 

 に見立てをしましょう。�

◆１日だけでも翌日の登校には不安があるものです。次の日の 

 予定や持ち物等について電話連絡をしつつ、安心して登校で 

 きるよう、温かな声かけをしましょう。 

◆気になっている子であれば、家庭訪問をしましょう。�

「子どもたちの心の変化（サイン）」をキャッチする取組例 

「おかしいな？」と思ったら･･･ 

欠席児童生徒に対する対応の方法（例） 

� 不登校になる可能
性の高い児童生徒と
考えられる場合は、
より迅速な対応を行
いましょう！�
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�

�

    ≗

� 「いじめ㜵止対⟇᥎㐍ἲ」が施行されたᚋも、いじめが㔜大஦態に⮳る஦᱌が඲ᅜで┦ḟい

でいます。いじめは、どの児童生徒にも、どのᏛᰯでも㉳こりうるということを㋃まえ、඲て

の児童生徒を対㇟としたᏛᰯ組織඲యとしてのྲྀ組がᚲせです。また、᪥々のᮍ↛㜵止のྲྀ組

�。ᴟ的ないじめのㄆ▱が大切となります✚ࡸ

       Ⅴⅳↇ↰↞ⅱる↱のⅥ↗ⅳⅵᛐᜤをσஊする ポイントĬ 

� いじめは、大人が気௜きにくい᫬㛫、ሙᡤ、ᙧ態で行われることがከいため、ல⣽な兆候であっ

ても、早いẁ㝵から的確に㛵わりをもち、✚ᴟ的にㄆ▱することが大切です。�

いじめ防止の考え૾ 

ƂȏǤンȪッȒのඥЩƃ 
1つの重大事૏のᏑ୎には 

29の᠉ࣇな事૏があり、 

そのᏑ୎には300のȒȤȪ 

ȏット事ᝋがある 

 いじめの発見については、学࠰がɥがるǄど教職員の発見や̬ᜱᎍのᚫえからの発見がݲな 

くなり、いじめが見えにくくなります。いじめはƾƟけやᢂƼをᘺったり、᳍᳈᳍ɥの書きᡂ

みなど、大ʴがൢ˄きにくい場৑や࢟でᘍわれる場合があるからです。「いじめはあるもの」

という考えのもと、学校の実態に合わせたଔ期発見のǷǹȆȠƮくりをپ߻していく必要があ

ります。また、いじめの認ჷˑૠがٶいことは、教職員のႸが児童生徒にᘍきފいていること

の“あかし”でもあります。 

 そして、ச໱防止のために、いじめを受けている、いじめをႸにした児童生徒の٣を一つで

もٶくਢうために、アンケート調査をᘍうこともஊјです。 

ƂプロアǯȆǣȖのҾЩƃ 
Ĭွわしきときはᘍ動せよ 

ĭஇफ事態をे定してᘍ動せよ 

Įᆰਰりはᚩƞれるが、 

 見ᡜしはᚩƞれない 

            

 

 

ȷ「自Ўよりもࢊいᎍに対して一૾的に」 

ȷ「៲˳的ȷ心理的なૌએをዒዓ的に」 

ȷ「ขЦなᒊၘをज़じている」 

かつてのいじめの定፯ 

 

 
 

 

 

 

 

 「短期間で解ൿしたもの」や「ॖ׋せずॖڤから相৖をͻつけてしまったもの」

もԃまれます。より࠼ር׊に捉えていきましょう。 

  

 

 ȷ「当ᛆ児童等と一定のʴ的᧙̞にある」 

 ȷ「心理的Ӎはཋ理的なࢨ᪪をɨえるᘍໝ」 

  (ᴊᴵᴘᴈᴠᴇᴜを通じてᘍわれるものをԃǉ。) 

 ȷ「児童等が心៲のᒊၘをज़じている」 
  è「いじめ防止対策ਖ਼ᡶඥ」ᇹ2வ（࠯঺２Ჯ࠰）より 

 のいじめの定፯נྵ 

� 㔜大な஦ᨾは、㍍ᚤ

な஦ᨾを඲ຊで㜵い

でいれば発生ࡎࡏ、㍍

ᚤな஦ᨾは、ࡸࡦりと

するような஦ᨾを㜵

�。ば発生しないࡆ

 の「いじめ」の捉えנྵ

�

�

� � � � � � � こころのもよう� � メッセージ�

・これは、みなさんの心の状態を伝えてもらうためのシートです。�

・今の正直な気持ちに○をしてください。�

１．わたしは今、困っていることがある。�

� � � � ある（２へ）�

� � � � どちらかといえばある（２へ）�

� � � � あまりない（３へ）�

� � � � まったくない（３へ）�

�

２．「ある」「どちらかといえばある」と答えた人は、何についての�

� � 悩みか教えてください。� �

�

� 勉強のこと� 友だちのこと� 家庭のこと� �部活動� � その他�

�

３．「あまりない」「まったくない」と答えた人は、今の気持ちに�

� � ついて一つ○をつけてください。�

� �

� � 楽しい� � まあまあ楽しい� ふつう� あまり楽しくない�

� 組織で迅速に対応することがいじめの兆候等の発見につながります。アンケート調査の目的を

教職員で共通理解し、その結果を的確に分析することが大切です。�

 【アンケート実施上の留意点】 

 ○簡潔で速やかに実施･集計できるものを、繰り返し実施することが望ましい。 

 ○家庭に持ち帰り、翌日封筒に入れて提出すると、記名式でも書きやすい。 

 ○アンケート内容を確認した後、担当が集約し、学校いじめ防止対策委員会（仮称）へ提出する。 

 ○アンケートの回答状況を情報交換し、その対策について相談し合うことが必要である。 

 ○重大事態への発展を防ぐためにも、なるべく短い期間での定期的な実施が望ましい。 

「児童生徒に投げ返してみる」 

 児童生徒の実態に応じて、集会等でアンケー

ト結果を児童生徒に投げ返し、教職員が心配し

ていることをしっかり伝え、児童生徒の思いを

真摯に受け止めるというメッセージを発信する

ことも考えられます。 

 ～アンケート実施の効果～�

・いじめの早期発見�

・いじめの抑止の機会�

・児童生徒とのパイプづくり� 等�
�

様々な効果があります。定期的に

行っていきましょう！�

 これは一つの例です。自由に記述する欄を設けても構いません。

ただし、その時には、全員が書くことのできる質問事項（今、頑

張っていること等）にするなどの配慮が必要になります。 

 ○がどこにつくかによって、

どのように対応するかを前もっ

て考えて共通理解をしておく必

要があります。あらゆる可能性

を考えて子どもにアプローチを

していくことが大切です。 

 アンケートから何を読み取る

かを教職員で共通理解をしてお

くことが重要です。 

 必ずしも「アンケート」や

「調査」という言葉を使わなく

てもよいです。 

～対応例～ 
 質問２で部活動に〇がつい

た場合、顧問との連携が必要

になります。また、友だちの

ことやその他に〇がつけば、

いじめの可能性も考えて聞き

取りなどをします。 

 質問３で「あまり楽しくな

い」に○がつくと、困ってい

ることはなくても何か悩みを

抱えていると捉え、様子を見

守りつつ、必要に応じて聞き

取りをしましょう。 

 定期的なアンケートを実施し、的確に分析する�ポイント② 
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�

ⅳↇ↰↧の対応↞ኵጢ↖ᘍⅵ ポイント③ 

【ⅳↇ↰のऴإをᨼኖするਃ࢘のႸ的↗ࢫл】 

○̾ŷの教職員が抱えᡂまず、学校いじめ防止対策委員会（仮称）による

認ჷをೞ動的にᘍうことをႸ的とする。

○いじめがွわれる情報を集約し、ሥ理職へ報ԓすることで、ദ確な

実態৭੮とኵጢとしてのЙૺをࢽる。

○ኵጢとしてのЙૺをࢽたのち、そのЙૺにؕƮいた動きを学校˳С

でᘍうといったˁኵみをೞ能ƞせる。

このᢸᙜは、ᰯ✀㺃Ꮫᰯつᶍ等の実態にྜわࡏてᰯ㛗がỴ定します。�

� ல⣽な兆候を発見したり、いじめの┦ㄯをཷけたりした教職員が一人でᢪえ㎸まࡎ、組織で対応す�

るために、᝟ሗを㞟⣙㺃ᩚ理するᢸᙜをタけます。�

!

!

!

�

� 教職員が一人でᢪえ㎸まࡎ、᝟ሗを共᭷し、組織でุ᩿したり対応したりすることが㔜せです。さらに�

いじめが解Ỵしたとᛮわれるሙྜでも、⥅⥆して༑分なὀពをᡶい見Ᏺっていくことがᚲせです。�

① ② 
③ ④ ⑤
⑥ ⑦

いじめが!
起きた!
集団!

いじめを!

受けた側

いじめを!

した側

児相�警察�医療等�

協議!

� 教職員が、様々なሙ
㠃で気௜いた児童生徒
のኚ໬ࡸトࣛࣝࣈの඲
てが組織の᝟ሗを㞟⣙
するᢸᙜに㞟まるよう
にしましょう。�

�

�

     

� 教育相談は、校内の教育相談体制を整備し、教職員が専門スタッフと連携しながら、課題を

抱えた児童生徒を組織として支援するとともに、学級担任が日常的なあらゆる教育活動の中

で、児童生徒一人一人に対して相談活動を行うものです。教育活動全体を通して児童生徒に寄

り添い、心の成長や発達につながるように支援することが大切です。 

      教育相談コーディネーター中心の支援体制をつくる ポイントĬ 

� 児童生徒の問題行動等の背景には、心の問題とともに、家庭、友人関係、地域、学校など環境

の問題があり、これらの問題は複雑に絡み合っています。ＳＣやＳＳＷといった専門スタッフの

視点も加えて様々な情報を整理統合し、アセスメント（見立て）やプランニング（解決に向けた

目標設定と具体的な手立て）をした上で、課題を抱えた児童生徒の支援を組織として行うことが

重要です。�
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�

�
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� � � � � � � � � � � �

�

� � � � � � � � � � � � � � � �

教育相談コーディネーターの役割 

 ○校内支援のあり方について管理職に相談する。 

 ○学級担任に気になる児童生徒の状況を書き出してもらった 

    り、直接、聞き取ったりして、学校全体の児童生徒の状況 

    及び支援の状況を一元的に把握する。 

 ○相談活動に関するスケジュール等の計画・立案を行うとと 

    もに、専門スタッフの来校のない間の様子を 記録しておき、 

    専門スタッフに伝えられるようにする。 

 ○スクリーニング会議・ケース会議等の会議の運営を行う。 

 ○学校内（ＳＣ、ＳＳＷを含む）及び関係機関等との連絡調 

    整を行う。 

 ○教職員の教育相談力向上のための校内研修を実施する。 

� 児童生徒の小さな変化や気になる状況を目に

したら、教育相談コーディネーターに報告します。�

教育相談コーディネーター 

管理職 

スクールカウンセラー 

（ＳＣ） 

学級担任 

スクールソーシャルワーカー 

（ＳＳＷ） 

学級担任以外の教員 

養護教諭 

特別支援教育

主任 

関係機関 

生徒指導担当 

【教育相談体制の例】�
…教育相談に関する会議の 

     中心となるメンバー 

 児童生徒の課題解決に向け

た校内支援体制の中心となる

のが教育相談コーディネー

ターです。教育相談担当教員

が担当したり、教頭や養護教

諭又は特別支援教育主任が兼

ねたりするなど、学校の実情

に応じ柔軟な配置が考えられ

ます。�
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ⅳↇ↰↧の対応↞ኵጢ↖ᘍⅵ ポイント③ 

【ⅳↇ↰のऴإをᨼኖするਃ࢘のႸ的↗ࢫл】 
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このᢸᙜは、ᰯ✀㺃Ꮫᰯつᶍ等の実態にྜわࡏてᰯ㛗がỴ定します。�

� ல⣽な兆候を発見したり、いじめの┦ㄯをཷけたりした教職員が一人でᢪえ㎸まࡎ、組織で対応す�

るために、᝟ሗを㞟⣙㺃ᩚ理するᢸᙜをタけます。�

!

!

!

�

� 教職員が一人でᢪえ㎸まࡎ、᝟ሗを共᭷し、組織でุ᩿したり対応したりすることが㔜せです。さらに�

いじめが解Ỵしたとᛮわれるሙྜでも、⥅⥆して༑分なὀពをᡶい見Ᏺっていくことがᚲせです。�

① ② 
③ ④ ⑤
⑥ ⑦

いじめが!
起きた!
集団!

いじめを!

受けた側

いじめを!

した側

児相�警察�医療等�

協議!

� 教職員が、様々なሙ
㠃で気௜いた児童生徒
のኚ໬ࡸトࣛࣝࣈの඲
てが組織の᝟ሗを㞟⣙
するᢸᙜに㞟まるよう
にしましょう。�

�

�

     

� 教育相談は、校内の教育相談体制を整備し、教職員が専門スタッフと連携しながら、課題を

抱えた児童生徒を組織として支援するとともに、学級担任が日常的なあらゆる教育活動の中

で、児童生徒一人一人に対して相談活動を行うものです。教育活動全体を通して児童生徒に寄

り添い、心の成長や発達につながるように支援することが大切です。 

      教育相談コーディネーター中心の支援体制をつくる ポイントĬ 

� 児童生徒の問題行動等の背景には、心の問題とともに、家庭、友人関係、地域、学校など環境

の問題があり、これらの問題は複雑に絡み合っています。ＳＣやＳＳＷといった専門スタッフの

視点も加えて様々な情報を整理統合し、アセスメント（見立て）やプランニング（解決に向けた

目標設定と具体的な手立て）をした上で、課題を抱えた児童生徒の支援を組織として行うことが

重要です。�
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教育相談コーディネーターの役割 

 ○校内支援のあり方について管理職に相談する。 

 ○学級担任に気になる児童生徒の状況を書き出してもらった 

    り、直接、聞き取ったりして、学校全体の児童生徒の状況 

    及び支援の状況を一元的に把握する。 

 ○相談活動に関するスケジュール等の計画・立案を行うとと 

    もに、専門スタッフの来校のない間の様子を 記録しておき、 

    専門スタッフに伝えられるようにする。 

 ○スクリーニング会議・ケース会議等の会議の運営を行う。 

 ○学校内（ＳＣ、ＳＳＷを含む）及び関係機関等との連絡調 

    整を行う。 

 ○教職員の教育相談力向上のための校内研修を実施する。 

� 児童生徒の小さな変化や気になる状況を目に

したら、教育相談コーディネーターに報告します。�

教育相談コーディネーター 

管理職 

スクールカウンセラー 

（ＳＣ） 

学級担任 

スクールソーシャルワーカー 

（ＳＳＷ） 

学級担任以外の教員 

養護教諭 

特別支援教育

主任 

関係機関 

生徒指導担当 

【教育相談体制の例】�
…教育相談に関する会議の 

     中心となるメンバー 

 児童生徒の課題解決に向け

た校内支援体制の中心となる

のが教育相談コーディネー

ターです。教育相談担当教員

が担当したり、教頭や養護教

諭又は特別支援教育主任が兼

ねたりするなど、学校の実情

に応じ柔軟な配置が考えられ

ます。�
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 ᧉ⇟タ⇩⇻↗のᡲઃݦ

ź専門スタッフとјௐ的に連ઃするためにŻ 
・ƦれƧれのࢫлを理ᚐした上ư相談する（コンǵルȆーシȧンをӖƚる）Ɯとƕؕஜưすƕ、 

 ǘƔらないときƸƲの専門スタッフưもನǘないのư、ݲしᛅをしてǈるとよいưしǐう。 

 ᛅをするƜとƸ、よりᢘЏな専門スタッフǁつな 

 ƛるきっƔƚとなりǇす。 

・聞きたいƜとをǇとめておƘと、ჺ଺間ưもјௐ 

 的なコンǵルȆーシȧンとなりǇす。 

・相談した児童生徒のኺᢅƸ、専門スタッフにも伝 

 えるようにしǇす。専門スタッフƕऴإをσஊするƜとư、 

 ഏׅの相談ƕスȠーǺになるƩƚưなƘ、ዒዓ的なٶᚌ的支援となりǇす。 

� 㐃ᦠの୰ᚰ䛸なるの䛿、教育相談コー
ディネーター䛷す䛜、ᢸ௵䛜ᑓ㛛䝇タ䝑䝣
に┤᥋相談し䛶䜒䛛ま䛔ま䛫䜣。㻌

� ଐ᪭ƔらＳＣǍＳＳＷとの̮᫂関係をሰいていƘƜとƕ、スȠーǺな支援につなƕりǇす。

ଐࠝの˴気ないऴإʩ੭ƕٻЏưす。 

� 児童生徒をࡄࡵる≧ἣが複雑໬࣭῝้໬しているたࡵ、児童生徒の抱える課題の要ᅉや背景を

心理࣭発達㠃の࠿࡯、家庭生活࣭学校生活全体の中࠿ら見つけようとする考え᪉がᚲ要です。こ

の考え᪉にᇶ࡙ࡁ、ᮍ↛㜵Ṇ、᪩ᮇ発見ཬࡧ᪩ᮇ支援に重点を置いた組織的᳨ウを行うことで、

問題の要ᅉや背景に目を向けた具体的な支援につながります。�

 䠯䠟䞉䠯䠯䠳䛿ྍ⬟な㝈䜚䝇䜽䝸ー䝙䞁䜾఍㆟や䜿ー䝇఍㆟に

ฟᖍし、ᑓ㛛ⓗ❧ሙ䛛らຓゝを⾜䛔ます。㻌

      ᛢ᫆のᙲ׆↳Ꮡ୎↚ᡐるኵጢႎ支援 ポイント② 

・気になる（支援ƕ࣏ᙲな）児童生徒をଔ஖Ɣら 
   ኵጢとして把握する。 
・スクリーニングシーȈ等の活ဇにより、教職員 
   Ɣらӓᨼしたऴإを整理。 
・ケース会議の᧏͵の࣏ᙲࣱをң議。�

 ≕≑Иׅ⇗ー⇟˟ᜭのܱ଀ 
 ≋ɧᢘࣖのΫↆ↭↎↞支援の࣏ᙲ↙δᇜဃݣࢻᝋ≌ 

・児童生徒ǁの支援ሊを౨᚛・౨ᚰしていƘ。 
・ǢセスメンȈ（ऴإƔらのᙲ׆Ўௌとᙸ立て） 
   を行う。 
・ȗランニング（ᚐൿに向ƚたႸ೅のᚨܭとφ体 
   的な৖立て）を行う。�

≗≑ዒዓ⇗ー⇟˟ᜭのܱ଀ 
≋ɧᢘࣖのΫↆ↭↎↞支援の࣏ᙲ↙δᇜဃݣࢻᝋ≌ 

・取ኵのјௐの౨ᚰを行い、Ⴘ೅のᙸ直しǍ৖立てを修ദ 
                  （ਰりᡉり・ᙸ直し） 
・ૼたなᛢ᫆に向ƚたȁーȠನ঺員の٭୼なƲも౨᚛。 
Ფケース会議をᙐૠׅ᧏͵するƜとにより、状況の҄٭にࣖơた௩᠂なࣖݣƕ 
   ӧᏡとなる。 

ਃ˓ሁ↚↷る 
 支援∝ᙸܣ↹ 
 ≋ɧᢘࣖのΫↆ↞ 
  ⅱるⅻ⅚ↈⅿ↚ 
  支援の࣏ᙲの↙ⅳ 
 δᇜဃݣࢻᝋ≌ 

㻌 䝇䜽䝸ー䝙䞁䜾఍㆟の

ά⏝䛿୍౛䛷す。Ꮫᰯ

のᐇែにᛂ䛨䛶ᕤኵす

る䛣䛸䛜኱ษ䛷す。㻌

≖≑⇽∏∙のܱᘍ 

  ≔≑⇟⇕∐ー⇱∙⇖˟ᜭのܱ଀≋μδᇜဃݣࢻᝋ≌ 

�

�

 ↞⇖∙∐⇡∙⇌⇑ኢਃ˓のܖ 

   δᇜဃࢻの঺ᧈを࣬ⅳ੨ⅼ↙ⅻ↸ 
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ŬžͼᎮſとƸ、Ɯƪらƕž聞きたいƜとを聞ƘſのưƸなƘ、ž相৖ƕᚕいたいƜと、ЎƔっ 

 てഒしいƜとſをӖܾ的・σज़的७ࡇưžᎮƘſƜとưす。ᚸ̖Ǎяᚕより、ǇƣᎮƘƜとƕ 

 。Џưすٻ 

 

źᎮき上৖になるためにŻ 
 

 【७ ࡇ】  

  ・相৖に体を向ƚ、Ⴘዴをᐯ໱にӳǘƤる、相Ʈƪを৙つ、うなƣƘなƲž全៲ưあなたの  

       ᛅをᎮいているſというメッセージを伝える。 

  ・ǏっƘりしたӝ調ư、リラックスしてᛅしǍすいᩎ׊気をつƘる。 

 

 

 

 

 

      

  

 
 

  

  【心ನえ】 

  ・ӒᛯǍ৤ЙƸƤƣ、児童生徒のƦうƤƟるをࢽない気ਤƪをӖܾする。 

  ・相৖のᚕったƜとをጮりᡉしたり、ᐯЎのज़ơたƜとをᚕᓶư伝えたりしてσज़的に 

   ᎮƘ。 

  ・相৖の᩼ᚕᛖ的なᘙྵ（٣の調子・ᘙऴ・ۋѬ・৖ǍႸの動き）にも、気をᣐる。 

� 学級担任が行う࢘࢝ンセࣜングは、ಶ別の఍ヰ࣭㠃談やゝⴥがけ等の対ヰを通して行います。全ての

児童生徒が学級の生活によりよࡃ㐺応し、㇏࠿な人㛫関係の中で᭷ព⩏な生活を⠏ࡃことがでࡁるよ

う、児童生徒一人一人の⯆࿡࣭関心を㋃まえ、ಶ々の児童生徒が抱える発達や学⩦の課題をཷけṆࡵな

がら、ࡑの解決に向けて支援することが重要です。�

⇑⇌∙⇡∐∙⇖↞δᇜဃܖ↗ࢻኢਃ˓の̮᫂᧙̞のⅵⅷ↚ 

⇑⇌∙⇡∐∙⇖↖இ↱ٻЏ↙ↂ↗↞ⅤͼᎮⅥ↗Ⅴσज़Ⅵ�

ᎮƘ力 
相談 

する力 
̮᫂ 

関係 

児童生徒 学級担任 
� 児童生徒には、�

�手をࡁ⫈ࠕ

� ಙ㢗でࡁるࠖ�

�るࡵຓけをồࠕ

� ことがでࡁるࠖ�

�相談するຊがᚲ要�

� 学級担任には、�

�ヰし手にಙ㢗ࠕ

� � してもらうࠖ�

�児童生徒のヰࠕ

� をཷけṆࡵるࠖ�

�ຊが大切ࡃ⫈

ポイント③ 

� 人には௚人に㏆࡙࠿れると୙ᛌにឤじる

れる✵㛫がありࡤースとよ࣌スࣝࢼࢯーࣃ

ます。ࣃーࣝࢼࢯス࣌ースは、人によって␗

なります。�

� ␗ᛶの児童生徒の࢘࢝ンセࣜングを行う

㝿は、㏆࡙ࡁすࡂて୙ᛌឤを୚えないよう

㐺切な㊥㞳をಖつよう配៖します。�
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 ᧉ⇟タ⇩⇻↗のᡲઃݦ

ź専門スタッフとјௐ的に連ઃするためにŻ 
・ƦれƧれのࢫлを理ᚐした上ư相談する（コンǵルȆーシȧンをӖƚる）Ɯとƕؕஜưすƕ、 

 ǘƔらないときƸƲの専門スタッフưもನǘないのư、ݲしᛅをしてǈるとよいưしǐう。 

 ᛅをするƜとƸ、よりᢘЏな専門スタッフǁつな 

 ƛるきっƔƚとなりǇす。 

・聞きたいƜとをǇとめておƘと、ჺ଺間ưもјௐ 

 的なコンǵルȆーシȧンとなりǇす。 

・相談した児童生徒のኺᢅƸ、専門スタッフにも伝 

 えるようにしǇす。専門スタッフƕऴإをσஊするƜとư、 

 ഏׅの相談ƕスȠーǺになるƩƚưなƘ、ዒዓ的なٶᚌ的支援となりǇす。 

� 㐃ᦠの୰ᚰ䛸なるの䛿、教育相談コー
ディネーター䛷す䛜、ᢸ௵䛜ᑓ㛛䝇タ䝑䝣
に┤᥋相談し䛶䜒䛛ま䛔ま䛫䜣。㻌

� ଐ᪭ƔらＳＣǍＳＳＷとの̮᫂関係をሰいていƘƜとƕ、スȠーǺな支援につなƕりǇす。

ଐࠝの˴気ないऴإʩ੭ƕٻЏưす。 

� 児童生徒をࡄࡵる≧ἣが複雑໬࣭῝้໬しているたࡵ、児童生徒の抱える課題の要ᅉや背景を

心理࣭発達㠃の࠿࡯、家庭生活࣭学校生活全体の中࠿ら見つけようとする考え᪉がᚲ要です。こ

の考え᪉にᇶ࡙ࡁ、ᮍ↛㜵Ṇ、᪩ᮇ発見ཬࡧ᪩ᮇ支援に重点を置いた組織的᳨ウを行うことで、

問題の要ᅉや背景に目を向けた具体的な支援につながります。�

 䠯䠟䞉䠯䠯䠳䛿ྍ⬟な㝈䜚䝇䜽䝸ー䝙䞁䜾఍㆟や䜿ー䝇఍㆟に

ฟᖍし、ᑓ㛛ⓗ❧ሙ䛛らຓゝを⾜䛔ます。㻌

      ᛢ᫆のᙲ׆↳Ꮡ୎↚ᡐるኵጢႎ支援 ポイント② 

・気になる（支援ƕ࣏ᙲな）児童生徒をଔ஖Ɣら 
   ኵጢとして把握する。 
・スクリーニングシーȈ等の活ဇにより、教職員 
   Ɣらӓᨼしたऴإを整理。 
・ケース会議の᧏͵の࣏ᙲࣱをң議。�

 ≕≑Иׅ⇗ー⇟˟ᜭのܱ଀ 
 ≋ɧᢘࣖのΫↆ↭↎↞支援の࣏ᙲ↙δᇜဃݣࢻᝋ≌ 

・児童生徒ǁの支援ሊを౨᚛・౨ᚰしていƘ。 
・ǢセスメンȈ（ऴإƔらのᙲ׆Ўௌとᙸ立て） 
   を行う。 
・ȗランニング（ᚐൿに向ƚたႸ೅のᚨܭとφ体 
   的な৖立て）を行う。�

≗≑ዒዓ⇗ー⇟˟ᜭのܱ଀ 
≋ɧᢘࣖのΫↆ↭↎↞支援の࣏ᙲ↙δᇜဃݣࢻᝋ≌ 

・取ኵのјௐの౨ᚰを行い、Ⴘ೅のᙸ直しǍ৖立てを修ദ 
                  （ਰりᡉり・ᙸ直し） 
・ૼたなᛢ᫆に向ƚたȁーȠನ঺員の٭୼なƲも౨᚛。 
Ფケース会議をᙐૠׅ᧏͵するƜとにより、状況の҄٭にࣖơた௩᠂なࣖݣƕ 
   ӧᏡとなる。 

ਃ˓ሁ↚↷る 
 支援∝ᙸܣ↹ 
 ≋ɧᢘࣖのΫↆ↞ 
  ⅱるⅻ⅚ↈⅿ↚ 
  支援の࣏ᙲの↙ⅳ 
 δᇜဃݣࢻᝋ≌ 

㻌 䝇䜽䝸ー䝙䞁䜾఍㆟の

ά⏝䛿୍౛䛷す。Ꮫᰯ

のᐇែにᛂ䛨䛶ᕤኵす

る䛣䛸䛜኱ษ䛷す。㻌

≖≑⇽∏∙のܱᘍ 

  ≔≑⇟⇕∐ー⇱∙⇖˟ᜭのܱ଀≋μδᇜဃݣࢻᝋ≌ 

�

�

 ↞⇖∙∐⇡∙⇌⇑ኢਃ˓のܖ 
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ŬžͼᎮſとƸ、Ɯƪらƕž聞きたいƜとを聞ƘſのưƸなƘ、ž相৖ƕᚕいたいƜと、ЎƔっ 

 てഒしいƜとſをӖܾ的・σज़的७ࡇưžᎮƘſƜとưす。ᚸ̖Ǎяᚕより、ǇƣᎮƘƜとƕ 

 。Џưすٻ 

 

źᎮき上৖になるためにŻ 
 

 【७ ࡇ】  

  ・相৖に体を向ƚ、Ⴘዴをᐯ໱にӳǘƤる、相Ʈƪを৙つ、うなƣƘなƲž全៲ưあなたの  

       ᛅをᎮいているſというメッセージを伝える。 

  ・ǏっƘりしたӝ調ư、リラックスしてᛅしǍすいᩎ׊気をつƘる。 

 

 

 

 

 

      

  

 
 

  

  【心ನえ】 

  ・ӒᛯǍ৤ЙƸƤƣ、児童生徒のƦうƤƟるをࢽない気ਤƪをӖܾする。 

  ・相৖のᚕったƜとをጮりᡉしたり、ᐯЎのज़ơたƜとをᚕᓶư伝えたりしてσज़的に 

   ᎮƘ。 

  ・相৖の᩼ᚕᛖ的なᘙྵ（٣の調子・ᘙऴ・ۋѬ・৖ǍႸの動き）にも、気をᣐる。 

� 学級担任が行う࢘࢝ンセࣜングは、ಶ別の఍ヰ࣭㠃談やゝⴥがけ等の対ヰを通して行います。全ての

児童生徒が学級の生活によりよࡃ㐺応し、㇏࠿な人㛫関係の中で᭷ព⩏な生活を⠏ࡃことがでࡁるよ
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⇑⇌∙⇡∐∙⇖↞δᇜဃܖ↗ࢻኢਃ˓の̮᫂᧙̞のⅵⅷ↚ 

⇑⇌∙⇡∐∙⇖↖இ↱ٻЏ↙ↂ↗↞ⅤͼᎮⅥ↗Ⅴσज़Ⅵ�

ᎮƘ力 
相談 

する力 
̮᫂ 

関係 

児童生徒 学級担任 
� 児童生徒には、�

�手をࡁ⫈ࠕ

� ಙ㢗でࡁるࠖ�

�るࡵຓけをồࠕ

� ことがでࡁるࠖ�

�相談するຊがᚲ要�

� 学級担任には、�

�ヰし手にಙ㢗ࠕ

� � してもらうࠖ�

�児童生徒のヰࠕ

� をཷけṆࡵるࠖ�

�ຊが大切ࡃ⫈

ポイント③ 

� 人には௚人に㏆࡙࠿れると୙ᛌにឤじる

れる✵㛫がありࡤースとよ࣌スࣝࢼࢯーࣃ

ます。ࣃーࣝࢼࢯス࣌ースは、人によって␗

なります。�

� ␗ᛶの児童生徒の࢘࢝ンセࣜングを行う

㝿は、㏆࡙ࡁすࡂて୙ᛌឤを୚えないよう

㐺切な㊥㞳をಖつよう配៖します。�
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Ŭžσज़ſとƸ、̖ ͌ᚇǍέλᚇにとらǘれるƜとなƘ、相৖の体᬴Ǎ̖͌ᚇを理ᚐしようとする

Ɯとưす。 
 

� Ӑඹឤとྠឤの㐪いにὀព㸟ӑ�
�

�

 

 

 

 

 

 

 

σ ज़ ӷ ज़ 

�

 

 

ŧ児童生徒の঺ᧈしたۋを࣬いූƔǂ、žƜの児童の○○なᏡ力を˦ƹしたいſžƜの生徒にƸ○

○なƜとに気ƮƔƤたいſとॖᜤし、児童生徒の঺ᧈをႸ的としたॖ׋をもったݣᛅを行うƜと

ư、スクールカウンセラーとƸᢌう教ࠖらしいカウンセリングとなりǇす。 

ŧ児童生徒Ƹ、๭໱とज़ơていてもᚕᛖ҄してᘙྵưきないƜとƕあるため、ž教ࠖのݣᛅ的関ǘ

りſƕ࣏ᙲưす。๭໱とज़ơていたƜとをᚕᛖ҄するƜとƸ、ᐯЎの࣬いǍᎋえをƸっきりƞƤ、

気Ʈきを̟すјௐƕありǇす。 

�

�ࠒ気Ʈきを̟すためにࠑ
� ・教ࠖƕƔƚたᚕᓶによってƲのようなݣᛅのޒ᧏になるƔ、児童生徒ƕஇࢸにƲのような気

ਤƪになるƔをǤメージしなƕら、ႆᢋെ᨞を៊ǇえたᚕᓶƔƚを行う。 

 ・児童生徒にƔƚたᚕᓶにݣして、᱈ってしǇったり、žƚƲſžưもſžƩってſなƲӒᛯ

Ǎᚕいᚪのᚕᓶƕ出てきたりしたら、児童生徒の気ਤƪに݃りชえていないǵǤンưす。 

    

    

  

 

  

  

δᇜ生徒に気ỀẨử̟Ẵॖ׋ửờẾẺݣᛅ 

� ᛅをᎮいてもらうƜとư、Ĭすっきりする、ĭ担任との̮᫂関係ƕขǇる、Įᐯࠁ理ᚐƕขǇ

る、įբ᫆ᚐൿに向Ɣえる、なƲのјௐƕ஖ࢳưきǇす。 

  ŧŦ児童生徒の気ਤƪに݃りชえていない例Ŧŧ 

     

    ્ᛢࢸ、ଢ଼いᘙऴư学級担任のとƜǖにǍってきた生徒ƕ 

   ԖƘようにᚕいǇした。 

 
    生徒Ჴあっ、あの、έ生、ଢଐのᒍ౨にӳ఍ưきるưしǐうƔ。 
   

  Ĭ 担任ᲴٻɣپᲛ 
     

    生徒Ჴưも…。 

 
  ĭ 担任Ჴもし、ᓳƪても、Ǉた᪴ࢌれƹいいǜƩよ。 
     

    生徒ᲴƚƲ…。 

�

�

            

   

� ಶ別の఍ヰ࣭ 㠃談やゝⴥ࠿け等の中でẼになる஦᯶があったሙ合は、一人で抱え㎸まࡎ、⟶理職や学

ᖺ主任、教育相談コーディネーター等に報࿌࣭ 相談し、学校組織全体での支援につなࡆるようにするこ

とが大切です。�

前ページの例は、 

なぜ、生徒の気持ちに寄り添えていないのでしょうか？ 

્ᛢࢸ、学級担任のとƜǖにǍってきたƜの生徒Ƹ、ᚾ᬴直Эのɧܤな気ਤƪをᐯЎのƜとをଐ

᪭よƘᙸてƘれている担任のέ生ならǘƔってƘれると࣬い、˂の教員ưƸなƘ担任にᛅをした

ƔったのưƸないƔとᎋえられǇす。 
 

�ە ĬƸ、ᚾ᬴直Эưɧܤになっている生徒にݣし、ѕǇƦうと࣬ってžٻɣپᲛſ 

 とᚕᓶƔƚをしたのưしǐうƕ、ɧᄩܭなƜとをૺᚕしてしǇったため、ɧܤƕ 

 。してžưもäſというᚕᓶƕ出たのƩと࣬ǘれǇすف 
 

�ە ĭƸ、気ಏな気ਤƪưӖ᬴してǄしいと࣬い、žもし、ᓳƪても、Ǉた᪴ࢌれƹ 

 いいǜƩよ。ſとᚕᓶƔƚをしたのưしǐうƕ、᪴ࢌってӳ఍したいという࣬いƕ 

 な気ਤƪܤし、ɧӳ఍をЭ੩にᛅƞれ、ӒᛯしたいのとɧݣになっているのにܤすƗてɧࢍ 

 ƕλりฆơってžƚƲäſというᚕᓶƕ出たのƩと࣬ǘれǇす。 

� この௚にࠕఱと࠿なる㸟ࠖࠕ心配するな㸟ࠖࠕあなたࡔけじࡷないよ。ࠖ

�。れ。ࠖなどのゝⴥも౑うሙ㠃にὀពがᚲ要ですࡤࢇがࡃ࠿とにࠕ

� また、児童生徒のẼᣢࡕに寄り添えているࡔ࠿けでなࡃ、生徒が⮬ᕫ

理解を῝ࡵたり、๓向ࡁなពᛮ決定がでࡁる࠿どう࠿を考えることで、

より発ᒎ的なᒎ㛤となります。�

 上の例ưƸ、生徒の୍െの様子をᙸていたƔらƜƦưきる、学級担任らしいᚕᓶƔƚを

したƜとによって、生徒Ƹɧܤな気ਤƪをᚕᛖ҄するƜとƕưきていǇす。Ʀして、Ʀの

気ਤƪをӖƚഥめ、̒ ưきるƜとをяᚕするƜとによって、Э向きなॖ࣬ൿܭを̟すƜと

ǁとつなƛていǇす。 

ŧŦ児童生徒の気ਤƪに݃りชえている例Ŧŧ 

 

   ્ᛢࢸ、ଢ଼いᘙऴư学級担任のとƜǖにǍってきた生徒ƕ 

  ԖƘようにᚕいǇした。    
 

   生徒Ჴあっ、あの、έ生、ଢଐのᒍ౨にӳ఍ưきる 

      ưしǐうƔ。 
   

   担任Ჴ教ܴにസってѠࢍしたり、ᒍᛖのέ生のとƜǖに 

      ឋբしに行ったりして、ʻǇư᪴ࢌってきたよƶ。 
    

   生徒Ჴうǜ、あっ、Ƹいä。 

      Ʀれưも、なǜƔ、ٻɣپƔなっていうƔ、ɧܤなǜưす。 
    

   担任ᲴƦうƔ、ᚾ᬴ưきるƔなってज़ơư、ɧܤなǜƩƶ。 

      ʻଐのٸƸ、ଔめにお᫘ԏにλって、ଔƘݏるようにすると、 

      ଢଐ、ʻǇư᪴ࢌってきた঺ௐƕ出ると࣬うよ。 
    

   生徒ᲴƸい、ʻଐƸଔƘݏるようにして、ଢଐƸች一஽᪴ࢌりǇす。 
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    人間関係づくり編 

☆ 桜咲タイムの流れ 

① はじまり 

 毎回「挨拶をする」「う 

なずきながら聴く」「説明 

をよく聴く」など、活動の 

ルールを確認します。 

 「今日は特に話をする友 

達の顔をしっかり見て聴く 

ことを頑張りましょう」など、クラスの実態に応じてねらいを絞って取り組むこともあります。 

桜ヶ丘中校区４小学校（面影小、米里小、 

津ノ井小、若葉台小）における実践 

② 活動 

 しっかり考える、理由をつけて話す、聴 

き合う、相手の顔を見る、どちらかを選ぶ 

など、子どもたちは楽しみながらねらいを 

達成していきます。「話す・聴く」が安心 

してできる関係性が築かれています。 

③ ふりかえり 

 活動の内容だけではなく、 

「うなずきながら聴けた」等 

対話的な学習スキルに関する 

感想を求めます。ふりかえり 

用紙に書く学級もあります。 

☆ 共通実践していること 

・アレンジしたり特別なルールをつくったりせず、みんなが同じ 

 ことを同じ時にすることを心がけています。 

・形骸化することなく続けていくために、教員も児童も負担なく 

 取り組みやすい活動になるようにしています。 
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